
地域総合治⽔推進計画の総括
（取り組みの総括課題と対応、改定の⽅向性）

資料 １
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河川下⽔道対策は、国・県の河川整備計画等や各市町の事業計画に基づいて着実に進めている。
（河川対策の達成率、下⽔道対策の達成状況は下表のとおり）

河川管理施設等のメンテナンスに取組んできたが、施設の⽼朽化が進⾏しており、計画的に修繕・更新を進める必要がある。
今後も河川・下⽔道対策が着実に実施できるよう適切な予算措置を講じる必要がある。


01河川下⽔道対策の取組状況

達成率(%)事業概要取組主体

100%
50.0mm/hr（旧篠山町） 対応整備
排水ﾎﾟﾝﾌﾟ施設整備

丹波篠山市

100%57.8mm/hr（旧氷上町） 対応整備
排水ﾎﾟﾝﾌﾟ施設整備

丹波市

100%
49.1mm/hr 対応整備
老朽化の進んだ雨水管の点検・調査、改築・更新

神戸市

100%46.8mm/hr対応整備三田市

45%50.0mm/hr 対応整備西脇市

100%
45.2mm/hr（加古川流域関連公共下水道）
49.3mm/hr（単独公共下水道）
対応整備

三木市

60%47.0mm/hr 対応整備小野市

16%44.0mm/hr 対応整備加西市

100%
50.0mm/hr（加古川流域関連公共下水道）
50.0mm/hr（単独公共下水道）
対応整備

加東市

100%50.0mm/hr 対応整備多可町

50%
42.0mm/hr（加古川流域関連公共下水道(合流)）
44.0mm/hr（加古川流域関連公共下水道(分流)）
対応整備

加古川市

100%

42.6mm/hr（加古川流域関連公共下水道）
42.6mm/hr（単独公共下水道）
対応整備
ポンプ場新設、既設ポンプ場ポンプ更新・増設

高砂市

55%49.9mm/hr 対応整備稲美町

102%45.0mm/hr 対応整備播磨町

河川対策の達成状況 下⽔道対策の達成状況

※達成率は数値⽬標・数値実績有りの河川を対象

河川全体で約94%の達成率

※達成率は数値⽬標・数値実績有りの対策を対象
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施設管理者との協議が整った箇所や施設の新規整備・廃⽌を⾏う箇所で⾬⽔貯留浸透施設の整備を進め、概ね計画以上の整備を達
成した。
（ため池） 洪⽔吐や取⽔施設の改良による⾬⽔貯留機能の整備を計画以上の292箇所で実施した。
（⽥んぼダム）令和5年度までに、2890haの⽔⽥に堰板の配布を完了した。
（学 校） ⾬⽔貯留後の校庭利⽤等について協議し、協議が整った市⽴学校で約17,500㎥の整備を実施した。

市町において636件の⾬⽔タンク設置費助成を⾏った。
斜⾯崩壊防⽌等の防災⾯での森林の機能強化として災害に強い森づくりの整備（災害緩衝林の造成等）を進めを計画以上の整備を
達成した。
整備済み箇所は多いものの圏域内の施設数をみると流域対策の更なる推進が可能と考えられる。
特に、ため池は、流域圏内の総数が多く、管理者との合意形成が⽐較的容易な施設、⾬⽔貯留容量が⼤きな施設について、重点的
に取組むのが効果的である。

02流域対策の取組状況

流域対策の進捗状況

【ため池：オリフィスの改良⼯事】 【⽥んぼダム：⽥んぼダム⽤堰板の設置】 【市⽴学校： 周囲⼩堤、側溝、余⽔吐、オリフィス桝の整備】

災害に強い森作り(ha)各戸貯留（件）市立学校(m3)田んぼダム(ha)ため池（箇所）

整備済
計画

整備済計画
※

整備済
計画総数

整備済
計画総数

整備済
計画

計市町県計市町県計市町県計市町県計市町県

11,256 －11,256 4,528 636636 －2,200 17,567 17,567 －6,811 19,536 2,890 －2,890 1,199 1,665 292 134 158 212 

※数値は数値⽬標ありの対策を対象

※現時点の暫定数値
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洪⽔浸⽔想定区域図・ハザードマップの作成などは概ね実施済みであり、防災情報提供なども継続的に進めている。
⼀⽅、まるごとまちごとハザードマップは近年の実績が無いことや、フェニックス共済の加⼊率は⼤きな変化が無い。

まるごとまちごとハザードマップやＳＮＳの活⽤など、防災情報の発信⽅法には改善の余地がある。
また、⽔防法改正に伴う⾬⽔出⽔浸⽔想定の対象拡⼤等、社会情勢の変化に対応した取組みを進める必要がある。

想定最⼤規模降⾬のハザードマップ等の防災情報の提供が進んでいるが、内⽔ハザードマップの作成・周知等さらなる情報の
充実が望まれている。

03減災対策の取組状況

減災対策の進捗状況
進捗状況推進計画における取組み

134河川で作成済み浸水想定区域の作成・公表
浸水が想定される区域の指定・
県民の情報の把握

継続的に実施、内水ハザードマップの作成・周知
やハザードマップの活用方法の周知を推進

ハザードマップの更新、作成・周知

過去の実績あり想定浸水深等を記した標識(まるごとまちごとハザードマップ)の設置

継続的に実施

雨量・水位情報（リアルタイム観測情報や河川監視画像の配信）

浸水による被害の発生に係る
情報の伝達

水位表示板の設置

防災情報の発信

ひょうご防災ネット

防災情報の発信

緊急速報メール

河川氾濫予測システム

道路アンダーパス部の浸水情報

洪水予報

避難判断水位・氾濫危険水位等の見直し

自主防災組織育成研修、自主防災リーダー研修
を継続的に実施

防災リーダーの育成
浸水による被害の軽減に関す
る学習 継続的に実施手作り防災マップの作成支援

県により3校で実施学校カリキュラムとの連携(模型制作)

避難所入口への看板の設置、避難判断マニュア
ルの策定等を継続的に実施

円滑な避難体制の整備
浸水による被害軽減のための
体制整備 防災訓練実施、資機材、備品等の充実等を継続水防活動への支援

随時締結他市町・民間事業者との協定締結等

継続的に実施
加古川洪水予報連絡協議会および水防協議会

訓練の実施 水防連絡会の実施

各市町・関係機関・自治会等で年１回以上実施避難訓練、防災訓練等の実施

実績あり建物等の耐水対策、庁舎建て替えに伴う防災拠点施設の高所設置建物等の耐水機能の確保

法華山谷川において輪中堤による浸水被害軽減
対策を実施済み

輪中堤集落の浸水による被害の防止

加入状況に大きな変化はなしフェニックス共済の加入促進
浸水による被害からの早期の
生活の再建
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04現状と課題と改定の⽅向性について
総合治⽔推進計画の改定においては、国の「流域治⽔」の取り組みと連携、補完する視点を
持ちながら浸⽔被害等の軽減につながる取り組みを盛り込むものとする。

●河川下⽔道対策は、国・県の河川整備計画等や各市町の事業計画に基づいて着実に進めている。
●河川管理施設等のメンテナンスに取組んできたが、河川管理施設等の⽼朽化が進⾏しており、計画的に修繕・更新を進める必要がある。
●今後も河川・下⽔道対策が着実に実施できるよう適切な予算措置を講じる必要がある。

⇒ 引き続き河川・下⽔道の整備を計画的に進めるとともに、河川管理施設等の⽼朽化対策・予算措置・広報を進める。
上流域では、東条川、篠⼭川等の河川改修を継続し、計画的に河川対策を推進する。

河川下⽔道対策

●施設管理者との協議が整った箇所や施設の新規整備・廃⽌を⾏う箇所で⾬⽔貯留浸透施設の整備を進め、概ね計画以上の整備を達成した。
●斜⾯崩壊防⽌等の防災⾯での森林の機能強化として災害に強い森づくりの整備を進めを計画以上の整備を達成した。
●整備済み箇所は多いものの圏域内の施設数をみると流域対策の更なる推進が可能と考えられる。
特に、ため池は、圏域内の総数が多く、管理者との合意形成が⽐較的容易な施設、⾬⽔貯留容量が⼤きな施設について、重点的に取組む
のが効果的である。

⇒ 流域対策を更に進めるため、具体的な整備箇所を挙げ、計画へ反映する。

流域対策

●洪⽔浸⽔想定区域図・ハザードマップの作成などは概ね実施済みであり、防災情報提供なども継続的に進めている。
⼀⽅、まるごとまちごとハザードマップは近年の実績が無いことや、フェニックス共済の加⼊率は⼤きな変化が無い。

●まるごとまちごとハザードマップやＳＮＳの活⽤など、防災情報の発信⽅法には改善の余地がある。
また、⽔防法改正に伴う⾬⽔出⽔浸⽔想定の対象拡⼤等、社会情勢の変化に対応した取組みを進める必要がある。

●想定最⼤規模降⾬のハザードマップ等の防災情報の提供が進んでいるが、内⽔ハザードマップの作成・周知等さらなる情報の充実が
望まれている。

⇒ 引き続き減災対策に関する取組を進めるとともに、地域の抱える課題を踏まえた取組や社会情勢の変化に対応した取組を
計画へ反映する。
上流域では、内⽔ハザードマップの作成・周知を進め、⼿作り防災マップの⽀援や避難⾏動⽀援者への個別避難計画作成な
どの避難⽀援の取り組みを引き続き推進する。

減災対策




